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(57)【要約】
【課題】　電流を流して発光させる発光装置では、電源
供給路に流れる電流により電圧降下が生じ、輝度が不均
一になる。
【解決手段】　面状の発光領域（２）を有する発光装置
であって、
　前記発光領域に沿って設けられ、前記発光領域に沿っ
た縁を通して前記発光領域に電流を供給する電源配線（
４）と、
　前記電源配線の前記発光領域とは反対側に設けられた
電源供給口（９）に接続され、前記電源配線に電源電圧
を与える電源電圧供給部（５、６）とを備え、
　前記電源配線は、前記電源供給口から前記発光領域に
沿った縁までの最短の経路（ＺＹ）の途中に、周囲を導
電領域に囲まれた第１の非導電領域（７）を有すること
を特徴とする発光装置。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　面状の発光領域を有する発光装置であって、
　前記発光領域に沿って設けられ、前記発光領域に沿った縁を通して前記発光領域に電流
を供給する電源配線と、
　前記電源配線の前記発光領域とは反対側に設けられた電源供給口に接続され、前記電源
配線に電源電圧を与える電源電圧供給部とを備え、
　前記電源配線は、前記電源供給口から前記発光領域に沿った縁までの最短の経路の途中
に、周囲を導電領域に囲まれた第１の非導電領域を有することを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　前記電源配線は、前記第１の非導電領域の端部から前記発光領域に沿った縁に至る最短
の経路の途中に、周囲を導電領域に囲まれた第２の非導電領域を有することを特徴とする
発光装置。
【請求項３】
　前記電源供給口の中心が前記表示領域の中心線上にあり、前記第１の非導電領域が、前
記電源供給口の中心に対して対称形であることを特徴とする請求項１または２に記載の発
光装置。
【請求項４】
　前記電源供給口の中心が前記表示領域の中心線から離れた位置にあり、前記第１の非導
電領域の中心が、前記表示領域の中心線から前記電源供給口の中心よりも大きく離れた位
置にあることを特徴とする請求項１または２に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記電源供給口が前記電源配線の前記発光領域とは反対側の複数箇所に設けられており
、各々の前記電源供給口に対して前記第１の非導電領域が設けられていることを特徴とす
る請求項１または２に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記発光領域の全面に電極が設けられ、前記電極が前記発光領域に沿った縁で前記電源
配線に接続されている請求項１ないし５のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項７】
　前記発光領域に画素電源線が複数本設けられ、前記画素電源線が前記発光領域に沿った
縁で前記電源配線に接続されている請求項１ないし６のいずれか１項に記載の発光装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光装置、詳しくは有機エレクトロルミネッセンス素子（以下、有機ＥＬ素
子と記す）などの発光素子を用いた表示装置や照明装置などの発光装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ素子は、陰極と陽極の２つの電極間に発光層を含む有機材料をはさんだ構造を
有し、電極間に流れる電流に応じた輝度で発光する発光素子である。照明装置に用いられ
る場合は、２つの電極が面状のベタ電極であり、光が取り出される側が透明電極で形成さ
れる。有機ＥＬ素子を駆動するための電力は、電源電圧を生成する電源供給口から、直接
または駆動回路を経て両電極間に供給される。
【０００３】
　アクティブマトリクス表示装置の場合は、有機ＥＬ素子がマトリクス状に配列して個別
に発光し、それによって画像が表示される。電源電圧は、マトリクス状に配列した有機Ｅ
Ｌ素子の行または列に沿ってストライプ状あるいは格子状に設けられた画素電源線を介し
て、各有機ＥＬ素子の駆動回路に供給される。駆動回路は有機ＥＬ素子の陰極または陽極
に接続されており、供給を受けた電源電圧によって有機ＥＬ素子を駆動する。駆動回路に
接続されたほうとは反対側の電極は、全有機ＥＬ素子に共通の１枚のベタ電極であるが、
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これには、別の電源電圧、多くの場合は接地電圧、が与えられる。
【０００４】
　有機ＥＬ素子など、電流によって駆動される素子を用いた表示装置は、液晶などの電圧
駆動型素子を用いた表示装置に比べて、電源供給口から表示素子に至る配線に大きな電流
が流れる。この電流により配線に沿って電位降下が生じ、電位は電源供給口から遠ざかる
ほど低くなる。このため、マトリクス状に配列した有機ＥＬ素子の駆動回路に供給される
電源電圧は、表示領域内の位置によって異なり、各有機ＥＬ素子の発光輝度が不均一にな
る。共通電極あるいは照明装置の電極は、１枚の面状のベタ電極であるが、その電極が発
光面となる場合はＩＴＯなどの透明な導電体で形成され、金属電極に比べてシート抵抗が
高い。面状の電極であっても、シート抵抗の高い場合は、それに流れる電流によって電極
面内に電圧降下が生じ、輝度むらを引き起こす。
【０００５】
　配線に沿った電位降下を小さくするには、配線を形成する導電膜の厚さを厚く、または
幅を広くして、シート抵抗を下げればよい。しかし、電源配線の幅を太くすると表示装置
のサイズが大きくなってしまい、小型の電子機器に搭載することが困難になる。表示装置
の４隅から電源を供給するなど、電源配線と電源電圧供給元との接続箇所を多数配置する
方法も考えられるが、表示装置の外部から電源電圧を導入する接続端子を増やすと、他の
制御信号やデータ信号線用の接続端子を配置するスペースが無くなり、また接続端子を複
数箇所に設けると、接続に要する導電フィルム等の部材を増やすことになり、コスト増と
なる。
【０００６】
　特許文献１には、有機ＥＬ素子がマトリクス配置された表示領域の外側の一辺に、この
辺を通して表示領域に電流を供給する幅の広い配線を設け、この配線に、辺に平行な部分
的切れ目を設けた表示装置が提案されている。切れ目で分割された一方の端部に電源を接
続し、そこから切れ目を迂回して電流が供給されるので、切れ目のない配線に比べて表示
領域の入り口で電位が均一になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－３４２７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１に記載された表示装置は、配線の端に電源との接続端子を設けながら、辺の
中央部分に接続端子を配置した構成とほぼ同様な電圧降下の発生ですむ。しかし、それで
もなお辺に沿って中央から端に向かう電圧降下は消すことができない。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、
　面状の発光領域を有する発光装置であって、
　前記発光領域に沿って設けられ、前記発光領域に沿った縁を通して前記発光領域に電流
を供給する電源配線と、
　前記電源配線の前記発光領域とは反対側に設けられた電源供給口に接続され、前記電源
配線に電源電圧を与える電源電圧供給部とを備え、
　前記電源配線は、前記電源供給口から前記発光領域に沿った縁までの最短の経路の途中
に、周囲を導電領域に囲まれた第１の非導電領域を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　電源配線の電流経路の一部が迂回し、最短経路が長くなるので、電源配線内の電圧降下
がもっとも大きい位置での電位と、もっとも小さい位置での電位の差が小さくなる。即ち
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、端子配線部からの電圧降下が最も大きい位置と端子配線部からの電圧降下が最も小さい
位置との電源配線内の電位の差を抑制することができる。さらに、非導電領域の後方では
、２つの迂回電流が合流するので、その付近の電位分布をフラットにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に係る表示装置の電源配給路を示す図である。
【図２】本発明に係る表示装置の別の電源配給路を示す図である。
【図３】実施例１の表示装置の電源配給路を示すレイアウト図である。
【図４】図３の電源配線の電位を示す図である。
【図５】実施例２の表示装置の電源配給路を示すレイアウト図である。
【図６】図５の電源配線の電位を示す図である。
【図７】実施例３の表示装置の電源配給路を示すレイアウト図である。
【図８】図７の電源配線の電位を示す図である。
【図９】比較例の表示装置の電源配給路を示すレイアウト図である。
【図１０】図９の電源配線の電位を示す図である。
【図１１】実施例４のデジタルスチルカメラシステムの全体構成を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の発光装置は表示装置または照明装置として用いられる。
【００１３】
　図１は、本発明の発光装置の電源配給の経路を示す図である。
【００１４】
　有機ＥＬ表示基板１の上に、不図示の有機ＥＬ素子が２次元マトリクス状に配列して、
面状の表示領域２を画定している。表示領域２には細いライン形状の画素電源線３が複数
本設けられて各有機ＥＬ素子に電源電圧を配給している。また、表示領域２の辺に沿って
、外側に、電源配線４が設けられている。表示領域２が矩形面であるときは、電源配線４
は、表示領域２の対向する２辺、あるいは３辺に設けられている場合もある。
【００１５】
　電源配線４は、表示領域２に沿った縁で画素電源線３に接続され、表示領域２と反対側
の縁で端子配線５に接続されている。端子配線５は、基板１の外部から電源電圧を導入す
るための接続端子６につながっている。端子配線５がなく、電源配線４が接続端子６に直
接つながっていてもよい。端子配線５と接続端子６は、電源配線４に電源電圧を与えるの
で、これらを電源電圧供給部と呼ぶ。また、電源配線４が電源電圧供給部に接した縁を電
源供給口９という。電源供給口９は電源配線４に電流を供給する場所でもある。
【００１６】
　以下では、電源配線４の電流を、電源供給口９から流入して表示領域２に沿った縁から
流れ出るものとするが、電流が逆向きであってもよい。電流が逆向きのときは、負の電流
が電源供給口９から流入するとして、以下の説明を、電源配線内の電位について高低を逆
に読み替えればよい。
【００１７】
　電源配線４は、表示領域２の外にあるので、表示領域２内の画素電源線３に比べて幅を
広くして、表示領域の辺に沿った単位長さあたりの抵抗を低くしてある。それによって、
電源配線４の中では電圧降下が小さくなり、電源配線４から表示領域２内に延びる画素電
源線３は、電源配線４から分岐する点での電位が均一になる。
【００１８】
　有機ＥＬ素子を挟んで反対側の電極であるカソードは、表示領域全体を覆う、全有機Ｅ
Ｌ素子に共通の電極である。共通電極にも同様な電源配線を設けることもできる。すなわ
ち、表示領域２の、アノード側の電源配線４が設けられていない辺に沿ってすぐ外側に別
の電源配線を設け、共通電極をこの辺を越えて延長して電源配線に接触させる。共通電極
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内を流れる電流はこの辺を通って電源配線に流れ込む。電源配線を、共通電極に比べてシ
ート抵抗が低くなるように作ることにより、共通電極を流れる電流は、電源配線に向かう
ほぼ平行な電流になり、共通電極内の電圧降下が小さく抑えられる。
【００１９】
　照明装置の場合は、表示装置の表示領域に相当する発光領域の全面に有機ＥＬ素子が形
成される。照明装置の電極は、発光領域全面に渡る１枚の電極であり、表示装置の共通電
極の場合と同様な電源配線を設けることができる。特に、発光面側の透明電極にそれより
シート抵抗の低い電源配線を設けると、発光面の電圧を均一にするのに効果的である。
【００２０】
　表示装置と照明装置のいずれの場合も、発光領域の外側に、発光領域の辺に沿うように
低抵抗の電源配線を設けることにより、発光領域内部の電圧分布を抑制することができる
。しかし、先にも述べたように、電源配線にも低いとは言え０ではない抵抗があるので、
流れる電流によって電源配線内でも電圧降下が生じ、発光領域の電圧分布に影響を与える
。
【００２１】
　図１に戻り、電源供給口９が表示領域２の中心線Ｍ上にあるとき、電源供給口９の代表
的な位置として中央の点Ｚを選び、Ｚと向き合う反対側の点をＹとする。また、電源配線
４の縁に沿ってＹからもっとも遠い点をＡ、Ｂとする。電源供給口９の電位を基準として
、電源配線４の電流の出口となる点Ｘの電圧降下ΔＶは、ＺからＸに至る電流経路上での
平均の電流密度をｉａｖ、シート抵抗をρｓとすると、
ΔＶ＝ｉａｖρｓＬ　　　（１）
と表される。Ｌは電流経路の長さである。
【００２２】
　電源供給口９では、電流がほぼ一様な密度で電源配線４に流れ込む。また、表示領域２
に沿った縁ＡＢからは、いたるところでほぼ等量の電流が表示領域２に向かって流れ出て
いるので、ここでも電流密度は一定である。電流経路に沿った電流密度の変化の仕方は、
電流経路によってあまり大きくは違わないから、結局、ｉａｖは電流経路の長短に大きく
は依存しないと考えてよい。したがって、電圧降下ΔＶは電流経路の長さＬにほぼ比例す
るか、もしくは、少なくともＬが長くなるにつれて大きくなるといえる。
【００２３】
　電源配線４内の電流の経路は、電源配線の形状が矩形またはそれに近い単純な形状であ
る場合、縁に近いところを除いてほぼ直線とみなせる。したがって、電圧降下は、大まか
には、電源配線４の内部における電源供給口９からの直線距離の長さによって決まる（長
いほうが電圧降下が大きい）といってよい。
【００２４】
　本発明は、電源配線４の導電領域の内部に非導電領域を設けるものである。電源配線４
の電流は、導電領域を流れ、非導電領域には流れない。非導電領域を設けることによって
電流の出口における電位の不均一を小さく抑えることができる。
【００２５】
　具体的には、電源配線４内に、電源供給口９から発光領域に沿った縁に至る幾何学的な
最短経路、すなわち直線経路ＺＹをとり、その途中に、非導電領域として、最短経路ＺＹ
を横切るスリット７を設ける。スリット７は電源配線４の内部にあり、周りを導電領域で
囲まれていて外とは連絡していない。このようなスリット７を設けると、電源供給口９か
ら出た電流は、スリット７によって２分され、迂回して流れ、スリットの後方で合流する
。
【００２６】
　電源配線４の内部における電圧降下は直線経路の長さで決まっているから、スリット７
を設けることにより、最短経路がＺＹからＺＣとＺＤになり、最長経路ＺＡ、ＺＢとの差
が縮まる。その結果、ＡＢに沿った電位の分布幅が小さくなる。
【００２７】
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　電流はＺからでて縁ＡＢのいずれかの点に向かう。スリットがないとき、点Ｚからの電
圧降下が最も小さい位置は点Ｙ、もっとも大きい位置は点Ａ、Ｂである。スリット７があ
ると、点Ｚからの電圧降下が最も小さい位置は、スリット７の両端から電源配線４の縁Ａ
Ｂに至る最短距離にあるＣ，Ｄの２点である。ＣとＤは電源配線４の縁ＡＢの間で電位の
最高点になる。
【００２８】
　電流は、スリット７の両側を迂回するので、スリット７の後ろ側では、スリット７の左
側を迂回した電流と右側を迂回した電流が合流する。式（１）に示すとおり、電流経路の
長さＬは、その逆数が抵抗に相当するので、２つの電流経路があるときは、各経路の長さ
の調和平均で電圧降下が決まる。Ｚを出てスリット７の端部をとおりＹを終点とする２つ
の経路は長さが等しい。終点がＹよりＣに近い点の場合は、Ｃ側の端部を通る経路が短く
なり、Ｄ側の端部を通る経路は長くなる。Ｄに近い場合はその逆である。いずれの場合も
、２つの迂回電流が増減を補い電圧降下が相殺される。この結果、スリット７の後ろ側で
は電位の均一性が向上する。
【００２９】
　スリット７があるとき、点Ｚから縁ＡＢ上の点までの最短経路はＺＣとＺＤであるが、
この経路の、スリット７の端部から縁ＡＢに至る直線の途中に、新たな非導電領域として
スリット８を設けてもよい。スリット８も周囲を導電領域で囲まれており、外部とつなが
っていない。各スリットは独立した非導電領域を形成し、スリット７とスリット８、スリ
ット８同士もつながっていない。
【００３０】
　電源供給口９から流入した電流は、はじめのスリット７で２分され、各々がスリット８
でさらに２分される。最短経路はスリット７とスリット８の両方を迂回する経路となるの
で、最長と最短の経路長差はさらに縮まる。また、電流が各段のスリットの両側を迂回す
るので、スリットの両端の間では電位がますます均一化される。
【００３１】
　スリットの段数を２より多くして、さらに電位を均一にすることもできる。電源供給口
９に最も近い第１の非導電領域（スリット７）の両端に、２つの第２の非導電領域（スリ
ット８）を設け、第２の非導電領域の端部（４つある）から縁ＡＢに至る最短経路の途中
に、４つの第３の非導電領域を設けることもできる。多段スリットの段数を適宜設定する
ことにより、電流の出口における電位の分布幅を任意に小さくすることができる。
【００３２】
　電源供給口９が表示領域２の中心線Ｍ上にあると、スリット７の形状も電源供給口９に
対して対称に形成される。このとき、縁ＡＢに沿った電位分布は中心線Ｍに対して対称に
なり、電位の最高と最低の差が最も小さくなる。
【００３３】
　図２は、電源供給口９の中心が、表示領域２の中心線Ｍから左右どちらかにずれて配置
されている場合のスリット７の配置を示す。電源供給口９の中心位置が中心線Ｍからずれ
ているときは、図２のように、スリット７の中心を電源供給口９にあわせて同じ方向にず
らせ、かつ電源供給口の中心に対してスリットを非対称に配置することが好ましい。電源
供給口９の中心が中心線Ｍから離れ、Ａ方向にずれているときは、スリット７の中心を電
源供給口よりさらに大きくＡ方向に離して配置する。これによって、スリットの端を通る
直線経路はＺＣのほうがＺＤより長くなり、Ｃの電位がＤの電位より低くなる。一方、Ｚ
からＡにいたる電流経路は、直線ではなく大きく迂回するようになるため、直線とみなし
たときより電圧降下は大きく、ＺＢの経路に沿った電圧降下の値に近くなる。この結果、
スリット７を電源供給口９の中心に対称に配置した場合と比べて、ＡＢ間の電位の最高と
最低の差が小さくなる。
【００３４】
　非導電領域の形状はスリットに限らず、円形や、電源供給口側を頂点とし底辺が縁ＡＢ
に平行な三角形であってもよい。いずれの場合も、非導電領域は、電源供給口から最短の
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直線距離で電流の出口に至る経路の途中にあり、周りを導電領域で囲まれている。非導電
領域が、電流が最短経路で流れる方向を横切るように置かれているので、電流が２分され
、経路が長くなる。それによって電流出口での電位分布の最高値を低くすることができ、
その結果電位の分布幅を小さくすることができる。また、非導電領域は、周りを導電領域
で囲まれているので、非導電領域の両端を迂回した電流は再び合流して電流の出口にいた
る。出口では２つの電流経路の電圧降下が平均されるため、特に非導電領域の後方で電位
がフラットになる。その結果、表示領域に接した縁に沿って電位の均一性が向上する。
【００３５】
　以下、本発明に係わる発光装置を実施例によって説明する。以下では、有機ＥＬ素子を
用いたアクティブマトリクス型表示装置を例にとるが、本発明の表示装置はこれに限定さ
れるものではない。
【実施例１】
【００３６】
　図３は本発明の第１の実施例である有機ＥＬ表示装置の電源配線を示す図である。図１
と同じ部分には同じ符号を付した。
【００３７】
　基板１の上に、赤、緑、青の３原色の有機ＥＬ素子（不図示）と各有機ＥＬ素子に電流
を供給する画素回路（不図示）とが２次元状に配列されて、表示領域２を画定している。
　画素電源線３から画素回路を通じて有機ＥＬ素子のアノードに電流が供給される。
【００３８】
　電源配線４は、金属膜をパタンニングして形成されたもので、その中央に金属膜をなく
した長さａ、幅ｂのスリット７が切られている。スリット７は、端子配線５とそこから最
も近い位置にある画素電源線３１との間に、表示領域の下辺に平行に配置されている。ス
リット７は、それがないときに端子配線５から電源配線４の内部を通って画素電源線３に
流れる電流の最短経路の途中に置かれる。この結果、電流はスリット７を迂回して流れ、
電流の最短経路に沿った長さはスリット７がないときに比べて長くなる。
【００３９】
　電源配線４の電源供給口９は中心線Ｍの上にあり、端子配線５が一定の幅ｃで接してい
る。端子配線５から入った電流は、出口に向かって左右均等に広がりながら流れるから、
端子配線５が電源配線４の中央に位置している場合は、幅ｃの中央の点から出発して最短
と最長を見積もればよい。
【００４０】
　図４は、図３のＡＢで示す、表示領域２に沿った電源配線４の縁における電位分布であ
る。横軸は電源配線４の縁ＡＢに沿った位置、縦軸は電位である。矢印ａとｃは、それぞ
れスリット７と電源供給口９の位置を示している。端子配線とスリットはＡＢ間の中央に
配置されている。Ｖｉｎは、電源供給口９での電位を示している。
【００４１】
　電源供給口９からスリット７を迂回して縁ＡＢの１点に至る経路のうちの最短は、スリ
ットの左右の端部を通る経路（図１のＺＣ、ＺＤ）であり、電圧降下が最も小さい。した
がって、電源配線の縁ＡＢのなかで電位が最も高いのは、スリット７の両端に対応するＣ
，Ｄの電位Ｖ１である。電位が最も高い位置が２箇所あるため、その間の電位が均一化さ
れ、特にＣとＤの中点Ｙ付近では電位分布がフラットになる。一方、電源供給口９から遠
い位置ＡとＢでは、電源配線を流れる電流の電圧降下により電位Ｖ２が大きく下がってい
る。
【００４２】
　電源配線４の幅を単位長さ１とし、表示領域２に沿った電源配線４の長さ（ＡＢ）をそ
の３０倍、スリットの長さａを８倍、端子配線の幅ｃを６倍として、シミュレーションに
よりＡＢ間の電位を計算した。スリット７の幅ｂは極めて細いとして計算上は幅０とした
。電源供給口９は電源配線４の中心線Ｍ上にあり、スリット７も中心線を軸として対称形
であるとした。また、スリット７は、電源配線４を幅方向に（端子配線側）：（表示領域
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側）＝３：１の比に内分する位置にあるとした。表示領域２に流れ出る単位長さあたりの
電流量をＩとし、電源配線４のシート抵抗を１とした。計算の結果、
Ｖ１＝Ｖｉｎ－４３Ｉ
Ｖ２＝Ｖｉｎ－９６Ｉ
となった。最高電位Ｖ１と最低電位Ｖ２の差は５３Ｉである。
【００４３】
　比較のために、スリット７がないときの配線図を図９に、このときのＡＢ間の電位分布
を図１０に示す。電源配線４の縁ＡＢの中央、すなわち中心線Ｍ上では、電源供給口９か
らまっすぐに到達する電流によって、Ｉの電圧効果が生じるが、ＡＢ上では最高の電位Ｖ
１になる。そこから離れるにつれて電位は下がり、最も遠い端部Ａ，Ｂで最低電位Ｖ２に
なる。計算結果は、
Ｖ１＝Ｖｉｎ－Ｉ
Ｖ２＝Ｖｉｎ－７９Ｉ
となり、電位差は７８Ｉであった。
【００４４】
　比較例の電位差に比べて、本実施例の電位差の方が小さく抑えられている。
【００４５】
　なお、スリット７の長さａが端子配線５の接続幅ｃよりも短くても、スリット７が最短
経路を横切るように配置されていれば、最短電流経路が長くなり、本発明の効果が得られ
る。
【実施例２】
【００４６】
　図５は、本発明の第２の実施例の電源系統配線図であり、図３と同じ構成部分には同じ
符号を付して説明は省略する。図６は、表示領域２に面した電源配線４の縁ＡＢの電位分
布を示す。
【００４７】
　本実施例は、電源配線４に第２のスリット８を追加したものである。実施例１と同じス
リット７（以下、本実施例では第１のスリットという）は、図３と同じ位置に同じ形状で
設けられている。第２のスリット８は、第１のスリット７の左右の端部から縁ＡＢにむか
う最短直線経路の途中に、その最短経路を横切るように設けられている。また、左右の端
部に対応した２つのスリット８はつながっておらず、別々の非導電領域を形成している。
この結果、第１のスリット７と第２のスリット８の端部を通り、縁ＡＢに至る４つの経路
が最短経路になる。そのため、図６に示すように、第２のスリット８の両端部に対応した
４箇所で電位が最大になる。電源供給口から最大位置に至る直線距離は、実施例１の場合
より長くなるから、電位の最大値Ｖ１は、実施例１の最大値より低い。そのため、最低値
Ｖ２との差は実施例１よりも小さくなり、電位の均一性がさらに向上する。
【００４８】
　電源供給口９を出た電流は第１のスリット７によって２分され、それぞれがさらに２つ
の第２のスリット８によって２分される。第２のスリット８を迂回した電流は第２のスリ
ットの後で合流し、その付近の電位をさらに均一化する。
【実施例３】
【００４９】
　図７は、第２の実施例の電源系統配線図であり、図３と同じ構成部分には同じ符号を付
して説明は省略する。図８は、表示領域２に面した電源配線４の縁ＡＢの電位分布を示す
。
【００５０】
　本実施例では、接続端子６が基板１の右辺の２箇所にあり、そこから延びる端子配線５
が電源配線４の２箇所に接続されている。電源配線４は、実施例１と同じ、電源供給口９
から表示領域２がある側の縁に至る最短直線経路の途中に、その経路を横切るように配置
されたスリット７を、２つの接続箇所の各々に有している。２つのスリット７の形状は等
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しく、その間隔Ｐが、２つの電源供給口９の中心線Ｍ１，Ｍ２の間の距離Ｑの半分になっ
ている。
【００５１】
　なお、図７では、電源配線４が表示領域２の右辺にあり、画素電源線３が横方向（行方
向）であるが、実施例１、２と同様に、電源配線４が下辺にあり、画素電源線が縦方向で
あってもよい。
【００５２】
　電源配線４の表示領域２がある側の縁ＡＢに沿った電位分布を図８に示す。２つのスリ
ット７の両端に対応する４ヶ所で電位Ｖ１が最も高い。電源供給口９からスリット７を迂
回して画素電源線３のどれか１つに至る経路のうち、最短の経路は、スリット７の両端を
通り、垂直に電源配線の縁ＡＢに至る４つの経路である。これに対応してＡＢ間の電位分
布も４つの最大を示す。また、スリット７の間隔を２つの電源供給口９の中心線の間の距
離の１／２にしたので、４つの電位の最大位置がほぼ等間隔になり、２つのスリット７の
間の領域での電圧降下が、スリットの後ろ側の領域の電圧降下とほぼ同じ程度になり、電
位分布の均一性がさらに向上している。
【００５３】
　電源供給口９が３以上の複数箇所に設けられているときも、同様にしてスリットを各電
源供給口に設けることが好ましい。
【実施例４】
【００５４】
　図１１は、本発明の表示装置を搭載したデジタルスチルカメラシステムのブロック図で
ある。撮影部５１で撮影した映像やメモリ５４に記録された映像は、映像信号処理回路５
２で信号処理され、表示パネル５３に表示される。ＣＰＵ５５は、操作部５６から与えら
れる信号によって、撮影部５１、メモリ５４、および映像信号処理回路５２を制御して、
状況に適した撮影、記録、再生、表示を行う。
【００５５】
　本発明が適用される発光装置としては、デジタルカメラのほか、テレビ、ビデオカメラ
、携帯電話機などがある。表示装置以外には、照明装置や、ライン発光装置がある。ライ
ン発光装置は、個別に制御できる発光素子を１方向に多数個配列したもので、感光体と組
み合わせて、光プリンタ、複写機等の画像記録装置に用いられる。
【符号の説明】
【００５６】
　２　表示領域
　４　電源配線
　５　端子配線
　６　接続端子
　７　第１のスリット
　８　第２のスリット
　９　電源供給口
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